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puted tomography （CT）/magnetic resonance imaging（MRI）および血清cancer-related antigen（CA）125値と比較
する事により明らかにする事を目的として行った。
〔材料ならびに方法〕








　上皮性卵巣癌29症例を対象とした。年齢は中央値57.7歳（32～75歳）。International Federation of Gynecol-
ogy and Obstetrics（FIGO）進行期はⅠ期 3 例、Ⅲ期21例、Ⅳ期 3 例そして進行期不明が 2 例であった。ま







　血清CA125値陰性の 6 症例中 5 症例に再発が確認された。その 5 症例のうち微小腹膜播種病変と診断
された 1 症例は、PETおよびCT/MRIにてもその検出は不可能であった。また、CT/MRIにて嚢胞性病変が
176
確認された 1 症例は、PETによる病巣部位の検出は不可能であった。残りの 3 症例は腹腔内腫瘤 1 例、
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